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さ…み1さ畏後まで回れるかな

　大王谷多目的運動広場のオープニングセレモニー

は9月4日、地元の保育園児や小学校の児童が参加

して開かれました。セレモニーの後は、さっそく健

康トリムに走って行った園児たち。身長の倍近くあ

るうんていにっかまった子供たちは、歯を食いしば

りながらゴールを目指していました。

特集　災害に備える



特；集　災害に備える

「
午
前
9
時
3
0
分
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
強
い
地
震
が
発
生
。
福
岡
管
区
気

象
台
は
、
直
ち
に
日
向
灘
沿
岸
全
域
に
津
波
警
報
を
発
令
し
た
」
。

8
月
3
0
日
、
細
島
、
幡
浦
地
区
に
お
い
て
、
平
成
1
0
年
度
日
向
市
津
波
対
策
訓

練
が
行
わ
れ
、
地
区
の
住
民
ら
6
2
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
震
発
生
時
、
日
向
市
で
一
番
心
配
さ
れ
る
の
が
「
津
波
」
。
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
備
え
が
大
切
で
す
。

津
波
対
策
訓
練

　
「
口
向
灘
を
震
源
と
す
る
震

度
6
の
地
震
が
発
生
し
た
。
市

消
防
本
部
は
、
地
震
発
生
と
同

時
に
情
報
の
収
集
に
着
手
。
直

ち
に
海
岸
を
巡
視
し
海
面
状
況

を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
事
前

広
報
を
実
施
し
た
。
海
面
監
視

に
あ
た
っ
て
い
た
消
防
隊
は
、

海
面
に
異
常
を
発
見
し
た
の
で
、

消
防
長
に
そ
の
状
況
を
報
告
し

た
．
．
ま
た
、
消
防
長
は
、
市
長

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
に
情
報
伝
達
し
た
。
宮
崎

県
警
察
本
部
及
び
宮
崎
県
消
防

防
災
課
は
、
市
消
防
本
部
に
津

波
警
報
の
情
報
伝
達
を
行
い
、

警
戒
態
勢
に
入
る
よ
う
指
示
し

た
」
：
・
【
．

　
津
波
対
策
訓
練
は
、
こ
の
よ

う
な
想
｛
疋
の
も
と
に
、
細
島
商

業
港
を
主
会
場
に
、
3
時
間
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
波
警
報
の
発
令
を
知
ら
せ

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
県
の
防
災
計
画
を
参

考
に
、
市
独
自
の
地
形
等
の
白

然
的
要
因
、
建
物
や
人
口
分
布

等
の
社
会
的
要
因
、
ま
た
、
過

去
の
災
害
履
歴
等
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
地
域
の
危
険
性
を

総
合
的
に
把
握
・
評
価
し
た
ヒ

で
、
日
向
市
の
実
情
に
即
し
た

「
1
1
向
市
地
域
防
災
計
画
」
の

策
定
を
ロ
指
し
て
い
ま
す
．
．

　
今
回
の
改
定
で
は
、
特
に
、

地
域
に
密
着
し
た
計
画
、
情
報

伝
達
体
制
の
整
備
、
災
害
弱
者

の
救
済
、
自
主
防
災
組
織
や
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
等

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
関
係

機
関
や
地
域
住
民
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
、
実
際
の
災
害
発

生
時
に
即
応
で
き
る
計
画
に
し

ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
口
向
市
地
域
防
災
計

画
」
は
、
．
平
成
1
1
年
度
に
見
直

し
作
業
を
終
了
し
、
日
向
市
防

災
会
議
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る

予
定
で
す
．
．

家
族
や
地
域
で

防
災
会
議
や
避
難
訓
練
奄

　
地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一

度
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
大
災

害
を
も
た
ら
し
ま
す
．
、

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
人
が
地

はしご車の体験乗車

る
広
報
車
が
巡
回
す
る
と
、
住

民
ら
は
、
地
区
の
自
主
防
災
会

や
消
防
団
の
誘
導
に
従
っ
て
避

難
場
所
と
な
る
高
台
に
向
か
い

ま
し
た
。

　
避
難
が
完
了
し
た
避
難
場
所

で
は
、
班
長
か
ら
地
区
防
災
会

長
へ
、
地
区
防
災
会
長
か
ら
対

策
本
部
長
（
日
向
市
長
）
へ
の

避
難
完
了
報
告
が
行
わ
れ
、
津

波
警
報
の
解
除
を
待
っ
て
避
難

訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
避
難
訓
練
と
あ

わ
せ
て
八
幡
区
自
主
防
災
会
で

は
、
炊
き
出
し
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。

　
避
難
訓
練
終
了
後
は
、
細
島

商
業
港
岸
壁
及
び
幡
浦
公
園

で
、
救
急
・
救
護
訓
練
や
消
火

訓
練
、
救
出
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

日
向
市
地
域
防
災
船
固
…

い

　
現
在
、
市
で
は
「
日
向
市
地

域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
か

ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、
地
震
を
は
じ
め
風
水

害
、
土
砂
災
害
、
火
災
な
ど
を

想
定
し
た
市
の
防
災
対
策
の
基

本
的
指
針
と
な
る
も
の
で
、
災

害
に
対
す
る
予
防
計
画
、
応
急

対
策
計
画
、
復
旧
・
復
興
計
画

●ζ
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震
に
対
す
る
備
え
を
し
て
い
る

で
し
ょ
う
か
．
．

　
阪
神
淡
路
大
．
震
災
で
死
亡
し

た
人
の
約
9
0
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

倒
れ
た
家
具
や
建
物
の
下
敷
き

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
圧
死
で

し
た
。
タ
ン
ス
や
冷
蔵
庫
、
ピ

ア
ノ
な
ど
を
固
定
し
た
り
、
自

分
の
家
が
地
震
に
耐
え
ら
れ
る

か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、

あ
る
い
は
非
常
持
ち
出
し
品
を

用
意
し
て
お
く
な
ど
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
の
中
で
防
災
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
．
．

　
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

家
族
で
定
期
的
に
「
家
族
防
災

会
議
」
を
開
い
た
り
、
「
家
族

防
災
計
画
」
を
作
っ
た
り
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま

ず
、
家
族
一
人
ひ
と
り
が
地
震

が
起
き
た
と
き
の
こ
と
を
想
像

し
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、
初
期
消
火
活
動
や
下
敷
き

に
な
っ
た
人
の
救
出
な
ど
、
地

域
の
人
た
ち
が
大
活
躍
し
ま
し

た
．
．
地
域
の
住
民
が
地
域
の
状

況
を
最
も
よ
く
把
握
し
て
い
た

か
ら
で
す
。
隣
近
所
の
人
た
ち

と
も
防
災
の
こ
と
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
お
く
こ
と
は
、
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
す
。
隣
近
所

で
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
み
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
復
興
の
た
め
に
兵
庫
県
一
宮
町
に
派
遣
さ
れ
た
市
区
画
整
理
課

の
松
田
洋
玄
さ
ん
（
4
2
歳
）
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

自分の命は…

　
昨
年
4
月
か
ら
今
年
3
月
ま
で
、
兵
庫

県
南
部
地
震
（
阪
神
淡
路
大
震
災
）
で
非

常
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
兵
庫
県
津
名

郡
＝
呂
町
（
淡
路
島
）
に
派
遣
さ
れ
て
、

1
年
間
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
私
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
一
宮
町
は
、
野

島
断
層
で
有
名
に
な
っ
た
北
淡
町
の
と
な

り
に
位
置
し
、
人
ロ
ー
万
人
弱
、
農
業
・

漁
業
を
主
体
と
し
た
ど
こ
に
で
も
あ
る
田

舎
町
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
震
災
時
に

は
、
震
度
7
と
い
う
激
震
に
見
舞
わ
れ
、

死
者
1
3
人
、
負
傷
者
1
6
2
人
、
全
半
壊

家
屋
1
5
0
1
戸
、
一
部
損
壊
1
6
8
2

戸
。
町
内
約
3
0
0
0
世
帯
の
う
ち
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
家
は
、
　
一
軒
も
な
い
と

い
う
状
況
で
し
た
。

　
特
に
、
私
が
復
興
事
業
を
担
当
し
た
郡

洋玄さん市区画整理課松田

家
地
区
は
、
全
4
0
0
戸
の
う
ち
3
2
0

戸
を
解
体
撤
去
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

実
際
に
現
場
に
立
ち
当
時
の
写
真
等
を
見

て
み
る
と
「
よ
く
1
3
人
で
済
ん
だ
な
」
と

い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
し
た
。
「
奇
跡

的
に
火
災
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
」
、

「
近
所
の
人
が
そ
の
家
に
だ
れ
が
住
み
、

ど
こ
で
寝
て
い
る
か
ま
で
知
っ
て
い
た
こ

と
」
な
ど
が
、
救
出
時
間
を
短
く
し
、
一

命
を
取
り
留
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
よ

う
で
す
。

　
私
が
部
屋
を
お
借
り
し
た
家
も
、
ご
主

人
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
生
き
埋
め
に
な
っ

た
そ
う
で
、
今
で
も
思
い
出
す
と
体
が
震

え
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
．
、

　
ち
な
み
に
震
度
7
と
い
う
の
は
、
這
っ

て
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
だ
そ
う

で
す
．
．

　
被
災
地
で
多
く
の
人
と
話
し
て
い
る
う

ち
に
感
じ
た
こ
と
は
、
災
害
の
直
後
に
は

］
だ
れ
も
、
何
も
で
き
な
い
し
と
い
う
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
逃
げ
る
。
と
も
か
く
逃

げ
る
こ
と
が
大
切
で
、
命
さ
え
守
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
…
。

　
何
か
あ
っ
た
と
き
、
「
自
分
が
逃
げ
る

場
所
を
決
め
て
お
く
」
「
道
筋
を
決
め
て

お
く
」
。
こ
れ
だ
け
で
も
随
分
と
違
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
宮
町
も
、
今
年
1
0
月
に
最
後
の
復
興

住
宅
が
完
成
し
、
や
っ
と
仮
設
住
宅
が
な

く
な
り
ま
す
。
街
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

6
2
7
9
人
の
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
．
．

阪神淡路大震災直後の被害の状況
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《
地
震
災
害
時
の
避
難
場
所
》

　
①
大
王
谷
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
　
②
大
王
谷
運
動
公
園
野

球
場
　
③
大
王
谷
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
　
④
向
江
第
「
児
童
公

園
　
⑤
富
島
高
等
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
　
⑥
鶴
町
児
童
公
園
　
⑦

原
町
児
童
公
園
　
⑧
西
前
山
児

童
公
園
⑨
新
生
児
童
公
園

⑩
富
島
中
学
校
⑪
日
知
屋
小

学
校
　
⑫
江
良
近
隣
公
園
　
⑬

日
知
屋
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
⑭
本
善
寺
　
⑮
第
一
糖
業
社

宅
前
広
場
　
⑯
東
ソ
ー
社
宅
前

広
場
　
⑰
陽
向
台
空
地
　
⑱
櫛

の
山
公
園
　
⑲
富
高
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
　
⑳
古
城
ケ
丘
慰
霊

塔
広
場
　
⑳
若
宮
近
隣
公
園

⑳
）
日
向
市
役
所
前
広
場
　
⑬
本

町
児
童
遊
園
　
⑳
富
高
幼
稚
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑳
日
向
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑳
富
高
学
園
グ

リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
　
⑳
富
高
保

育
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑱
蛭
子
児

童
公
園
⑳
高
砂
児
童
公
園

⑳
永
江
児
童
公
園
　
⑳
亀
崎
近

隣
公
園
　
⑫
幡
浦
公
園
　
⑳
幡

浦
・
愛
宕
神
社
　
⑭
細
島
小
学

校
⑳
旭
ケ
丘
児
童
公
園
⑯

御
鉾
ケ
浦
公
園
　
⑳
財
光
寺
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑳
日
向
高

等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑳
財
光

寺
南
小
学
校
　
⑳
財
光
寺
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑪
日
向
工
業

高
等
学
校
　
⑫
財
光
寺
児
童
遊

園
　
⑬
塩
見
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
⑭
塩
見
農
村
公
園
　
⑮
平

岩
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑯
岩

脇
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑰
平

岩
児
童
遊
園
　
⑱
幸
脇
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
　
⑲
権
現
崎
公
園

　
⑩
美
々
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
⑪
寺
迫
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
⑫
美
々
津
児
童
遊
園
　
⑬

高
松
児
童
遊
園
　
⑭
J
A
美
々

津
支
店
広
場
　
⑮
美
々
津
・
愛

宕
神
社
　
⑯
美
々
津
・
忠
魂
碑

国道10号線

⑯

5

4

　　　（

　　1
　1
　　14
1Q⑪

　　⑱

鋸
、
蕎

　
　
　
⑲
⑪

⑰
⑧
⑩

※
こ
れ
ら
の
避
難
場
所
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
避
難

場
所
ま
で
の
ル
ー
ト
も
実
際
に
歩
く
な
ど
し
て
確
認
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

％
⑳
騒

⑰’

4

⑧

　　国道327号線

地震災害時の

避難場所位置図

妃
⑳

1

災害に億える特桑

非常持出品

O非常食

カンパン、缶詰など火を通さ
ないでも食べられるもの。ミ
ネラルウォーター、缶切り、

栓抜き、紙皿、紙コップ、水
筒など

O貴重品
現金qO円硬貨があると公衆
電話の利用に便利）、預金通
帳、印鑑、免許証、権利証書
など

○携帯ラジオ（予備電池）

　
O團

O懐中電灯（予備電池）

謡
○救急医薬品
絆創膏、傷薬、包帯、風邪薬、

胃腸薬、鎮痛剤など

園野
○その他

衣類、タオル、生理用品、粉
ミルク、紙おむつ、ティッ
シュ、ライター、ラップフィ
ルム（止血や汚れた食器にか
ぶせて使う）など

、
慧 4

ノ

5
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市
内
の
3
青
果
市
場
を
統
合
し
た

「
日
向
青
果
地
方
卸
売
市
場
」
が
完
成

し
8
月
2
6
日
、
落
成
式
が
現
地
で
開
か

れ
ま
し
た
．
．

　
新
市
場
は
、
．
平
岩
の
赤
岩
川
南
側
、

国
道
1
0
号
線
沿
い
の
約
－
万
5
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
に
、
鉄
骨
造

り
平
屋
、
部
2
階
建
の
建
物
を
約
1
0
億

円
を
か
け
て
整
備
。
建
物
は
、
建
築
面

積
4
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
に
競
り
な

ど
が
行
わ
れ
る
青
果
卸
売
場
、
仲
卸
売

場
、
加
⊥
場
、
冷
蔵
庫
、
倉
庵
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
食
品
、
包
装

資
材
、
食
堂
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居

し
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
会
社
の
管
理
・
運
営
は
、
日
向

市
や
3
青
果
市
場
、
J
A
日
向
、
人
郷

町
村
な
ど
が
資
本
参
加
し
た
第
3
セ
ク

タ
ー
方
式
の
「
目
向
青
果
地
方
卸
売
市

場
株
式
会
社
」
が
行
い
、
市
場
業
務
を

3
青
果
市
場
で
作
る
「
日
向
青
果
株
式

市場
日

くす玉を割って完成を祝う関係者

町
域
流
通
の
拠
点
に

青
果
卸
売
市
場
完
成

会
社
し
が
手
掛
け
ま
す
。
第
3
セ
ク
タ

ー
方
式
に
よ
る
市
場
の
運
営
は
、
九
州

で
2
番
目
、
県
内
で
初
め
て
で
す
．

　
関
係
者
ら
約
4
0
0
人
が
集
ま
っ
た

落
成
式
で
赤
木
市
長
は
「
口
向
入
郷
圏

域
の
流
通
の
拠
点
と
し
て
、
そ
の
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
圏
域
1
0
万
人

の
食
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
．
、

初
競
り
は
9
月
1
0
日

か
げ
声
が
と
び
交
う

　
市
場
の
初
競
り
は
9
月
1
0
U
、
序
「
前

7
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
，

　
赤
木
市
長
や
仲
本
克
己
日
向
青
果
株

式
会
社
社
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
赤
木

市
長
が
競
り
人
と
な
り
、
早
速
初
競
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
．
、

　
集
荷
場
に
は
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
な

ど
の
旬
の
野
菜
や
果
物
な
ど
が
大
量
に

持
ち
込
ま
れ
、
競
り
人
や
買
参
人
の
威

勢
の
い
い
掛
け
声
が
市
場
内
に
響
き
渡

り
、
本
格
的
な
取
引
が
始
ま
り
ま
し
た
。

16

会＝＝

一
＝

畝一圏■

10月9日までにご意見を

乙
’
呂

霞

．
．
」

今
・

四脚晒蝋・肺朧灘割
　
市
は
、
市
民
の
音
心
見
を
聴
取
し
て
市

政
に
生
か
す
た
め
、
左
表
の
日
程
で
市

政
懇
談
会
「
市
民
の
声
を
聞
く
会
」
を

開
き
ま
す
。
皆
様
の
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
、
ご
提
言
を
各
区
の
区

長
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
．
．
各
地
区

の
懇
談
会
の
席
上
に
て
、
そ
の
回
答
を

行
い
ま
す
．
．

　
2
1
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
現
在
、
市

は
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
教
育
・
福
祉

日程表

　　　　平成10年度

「市民の声を聞く会」

の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
行
政
各
般
に
わ
た
り
均
衡
あ

る
市
政
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
，
か

け
が
え
の
な
い
郷
土
を
市
民
の
参
加
と

協
力
に
よ
っ
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
子

孫
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
日
向
市
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
多
く
の
「
市
民
の
声
」

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
と
も
に
、
市
政

懇
談
会
「
市
民
の
声
を
聞
く
会
」
へ
の

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

　
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ご
提
．
言
の
あ
る

方
は
、
1
0
月
9
口
（
金
）
ま
で
に
各
区

の
区
長
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
各
区
で
ま
と
め
ら
れ
た
意
見
等
は
、

各
地
区
理
事
長
が
集
約
し
、
市
へ
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
．
．

　
詳
し
く
は
、
市
総
務
課
（
含
内
線
2

2
3
4
）
ま
で
，

月　日 曜 地　区　名 区　　　　　　　　　名 会　　　場

南町、中町、本町、上町、旭通り、

10／27 火 新町・富高地区
都町、北町2、中央、東草場、 中央公民館

西草場、本谷、西川内、広見、中原、 （第4研修室）

高見橋通り、春原、〔古城ケ鼻山住〕

遠見、小脇、飯谷、立縫、新町、

10　28 水 南部地区 石皿、駅通り、落鹿、高松、宮の下、 美々津公民館

別府、余瀬、出の原

上原町、高砂、下原町、江良、永江、

10／29 木 日知屋本郷地区 公園通り、堀一方、曽根、幡浦、 口知屋公民館

〔新生町1、新生町2〕

鶴町、亀崎中、亀崎東、向江町、

10，／30 金 旧知屋四郷地区
日向台、北町1、花ケ丘、庄手、

大王谷公民館
梶木、大王谷、迎洋園、〔県教職員

住宅〕

ll　9 月 塩見地区
新財市、権現原、塩見ケ丘、中村、

農村婦人の家
奥野、永田、〔．T東口〕

11／10 火 細島地区
清正、吉野川、地蔵、八坂、一手向、

ｪ幡、高々谷、伊勢、宮ノ上

細島地区
Rミュニティセンター

ll／13 金 平岩地区
美砂、曙、本宮、笹野東、笹野中、

南H向公民館
笹野西、金ケ浜、籾木、剛毛

山ド、比良、川路、往還、松原、
財光寺南地区

11／16 月 財光寺地区 切島山1、切島山2、長江、秋山、

�m台、〔大谷尻〕
まちづくり事務所

※時間は、いずれも午後7時から9時まで。〔〕内は独立班
7
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下
水
道
環
境
づ
く
り
の

　
9
月
1
0
日
を
中
心
と
す
る
1
週
間
は
、

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
！
」
で
し
た
．
．

　
下
水
道
は
、
市
民
に
安
全
で
快
適
な
生

活
を
確
保
し
、
河
川
、
湖
沼
、
海
な
ど
の

公
共
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
の
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

日
向
市
は
、
水
浴
場
5
5
選
の
伊
勢
ケ
浜
や

渚
百
選
の
お
倉
ケ
浜
と
い
っ
た
全
国
に
誇

れ
る
す
ば
ら
し
い
水
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
下
水
道
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
6
月
3
0
日
現
在
、
市
内
の
公
共
下
水
道

普
及
率
は
3
6
・
5
％
、
処
理
区
域
面
積
で

4
4
5
・
4
h
a
、
区
域
内
人
口
で
2
万

1
9
1
2
人
で
す
．
．
そ
の
う
ち
、
接
続
人

［
は
1
万
8
5
3
1
人
、
水
洗
化
率
8
4
・

5
％
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、

細
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

建
設
工
事
に
着
手

市
は
、
次
期
拡
張
計
画
に
伴
い
、
細
島
、

　水道工事IJ；指定■事事業者で

　建物の新築や増築等による水道の新設、増設工
事及び修理工事は、市長が指定するもの（指定給

水装置工事事業者）でなければ取り扱うことはで

きません。水道に関する工事は下記の指定工事事
業者にこ連絡ください。

て’

ス
ポ
ー
ト

曽
根
、
堀
一
方
地
区
の
汚
水
を
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
送
る
た
め
の
細
島
汚
水
中
継
ポ
ン

プ
場
の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
平
成
1
1
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
ポ
ン
プ
場
の
建
設
と
並
行
し
て
汚

水
管
布
設
工
事
も
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
の
進
捗
と
合
わ
せ
て
工
事

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
受
益
者

負
担
金
の
徴
収
も
始
ま
り
ま
す
の
で
、
地

元
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
．
、

　
詳
し
く
は
、
市
下
水
道
課
（
倉
5
4
1
4

1
7
5
）
へ
．
、

自分らしく生きよ

　■■■　　　「〉　　　　　　　　　／

活発な意見交換が行われた分科会

テ
ー
マ
に
意
見
や
寸
劇
、

を
発
表
。
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
問
題
か
ら

環
境
、
教
育
、
福
祉
と
い
っ
た
幅
広
い

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ

ら
の
意
見
を
も
と
に
参
加
者
全
員
で
分

科
会
を
開
催
。
ど
の
テ
ー
ブ
ル
で
も
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
1
世
紀
は
目
前
。
女
性
も
男
性
も
す

て
き
な
生
き
方
が
で
き
る
社
会
に
し
た

い
で
す
ね
。

　
平
成
1
0
年
度
日
向
市
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
パ
ー
ト

2
は
9
月
1
2
日
、
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
約
3
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
か
ら
情
報
発

信
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
名

付
け
ら
れ
た
パ
ー
ト
2
で

は
、
「
2
1
世
紀
に
向
け
て

自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で

き
る
社
会
を
創
ろ
う
」
を

　
　
　
　
　
紙
し
ば
い
等

鵬同齢

’
障

　
日
向
市
国
際
交
流
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
主
催
す
る
国
際
交
流
サ

ロ
ン
は
9
月
5
日
、
市
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
．
、
こ
れ
は
、
外
国

の
人
と
じ
か
に
ふ
れ
あ
っ
て
国
際
理

解
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
協

議
会
会
員
や
市
民
な
ど
約
1
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
．
、

　
異
国
の
文
化
を
紹
介
し
て
く
れ
た

の
は
、
日
向
市
を
は
じ
め
近
隣
町
村

で
国
際
交
流
員
や
外
国
語
指
導
助
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
J
E
T
青
年

な
ど
1
1
人
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
皆
さ「ミニ世界旅行」と名付けられた国際交流サロン

ん
で
す
。

　
サ
ロ
ン
に
は
、
料
理
教
室
の
ほ
か

に
イ
ギ
リ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
コ
ー
ナ
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
．
．
参
加
者
は
、

料
理
教
室
と
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
二
手

に
分
か
れ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
は
、
日
向
市
国
際
交
流

員
の
カ
ー
ス
テ
ィ
ー
さ
ん
と
官
田
島
高

校
の
外
国
語
指
導
助
手
ス
テ
イ
シ
ー

さ
ん
、
西
郷
村
国
際
交
流
員
の
ア
リ

ソ
ン
さ
ん
、
日
向
高
校
の
外
国
語
指

導
助
手
ス
カ
イ
さ
ん
の
4
人
が
講

師
．
、
直
接
、
自
国
か
ら
取
り
寄
せ
た

材
料
を
用
い
て
、
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
（
炊

き
込
み
御
飯
の
よ
う
な
も
の
）
と

ク
ッ
キ
ー
の
2
品
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
軽
快
な
音
楽
の
流
れ
．

各コーナーで交流する参加曇

る
中
、
楽
し
い
会
話
を
交
え
な
が
ら
、

異
国
の
料
理
．
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
を
ビ
デ
オ
な
ど
を
用
い

な
が
ら
紹
介
し
た
後
、
実
際
に
伝
統

の
歌
を
歌
っ
た
り
、
踊
り
を
踊
っ
た

り
し
て
異
国
の
文
化
を
身
近
に
感
じ

て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

「
敬
老
の
日
」
を
前
に
市
は
、
今
年

度
9
0
歳
以
上
に
な
る
3
2
8
人
に
長

寿
の
記
念
ロ
D
o
を
送
り
ま
し
た
。

　
来
年
2
月
、
9
1
歳
に
な
る
中
原
区

の
前
田
フ
イ
エ
さ
ん
を
訪
ね
た
赤
木

市
長
は
、
「
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
健
康
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
」
と
記
念
ロ
ロ
ロ
の
タ
オ
ル

シ
ー
ツ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
ご
家
族

の
話
で
は
、
「
何
で
も
か
ん
で
も
手

助
け
を
し
な
い
こ
と
が
健
康
の
秘

訣
」
だ
と
か
…
。

　
皆
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
一
胆
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

一’ ｼ

　　　　　　、　　　　，　　　　　　　　．一▼

　　「》．二・　　　　　・　折．　・＝
　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲモ　セ

笑顔で記念品を受け取る前田ブイエさん

障
害
者
問
題
に

理
解
と
認
識
を

「

．
、

L≧

講演を真剣に聞きいる参加者

　
「
広
が
る
体
験
　
深
め
る
友
情
」
を

テ
ー
マ
に
9
8
日
向
市
ふ
れ
あ
い
フ
エ
ス

タ
が
8
月
2
2
日
、
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
及
び
交
流
広
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
会
場
内
に
は
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
　
，

　
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
障
害
児

の
親
の
立
場
か
ら
五
ヶ
瀬
町
の
小
方
ひ

さ
子
さ
ん
が
「
わ
が
子
と
と
も
に
」
と

い
う
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。
小
方
さ

ん
は
、
障
害
を
も
っ
た
子
供
を
育
て
た

苦
し
み
や
悩
み
、
楽
し
み
を
涙
な
が
ら

に
語
り
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
も

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
エ
ス
タ
の
最
後
は
、
全
員
で
の
ふ

れ
あ
い
盆
踊
り
。
参
加
者
ら
は
、
楽
し

さ
の
中
に
も
多
く
の
知
識
を
得
た
一
日

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
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．

㊦
つ
た
ぜ
’
全
国
瑠

　
日
向
工
業
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

が
、
8
月
5
日
か
ら
8
日
ま
で
愛
媛

県
で
開
か
れ
た
全
国
高
校
総
体
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
男
子
の
部
で
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
向
市
勢
で
は

も
ち
ろ
ん
、
県
勢
で
も
初
め
て
の
快

挙
で
す
。

　
日
向
工
業
高
校
の
ナ
イ
ン
は
8
月

12

冝
A
学
校
か
ら
市
役

所
ま
で
を
優
勝
パ
レ
ー

ド
。
飯
干
大
亮
キ
ャ
プ

テ
ン
以
下
選
手
全
員
が

5
台
の
オ
ー
プ
ン
カ
ー

な
ど
に
分
乗
し
、
市
民

の
声
援
に
こ
た
え
ま
し

た
。

　
パ
レ
ー
ド
後
、
市
役
所
前
で
開
か

れ
た
祝
賀
式
で
赤
木
市
長
が
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
日
向
市
の
喜
び
で

あ
り
誇
り
で
す
」
と
栄
誉
を
た
た
え

る
と
、
選
手
ら
は
「
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
部
員
2
2
人
全
員

で
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
優
勝
で

す
」
と
笑
顔
で
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

θ
い
古
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

O
護
軽
ん
が

　
美
々
津
・
さ
い
わ
き
お
舟
出
ま
つ
り

は
8
月
1
6
日
目
耳
川
河
口
周
辺
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
祭
り
の
ス
タ
ー
ト
は
、
古
代
装
束
を

身
に
ま
と
っ
て
の
パ
レ
ー
ド
。
地
区
の

大
人
や
子
供
た
ち
が
、
古
代
衣
装
を
着

け
て
美
々
津
の
町
並
み
を
練
り
歩
き
、

そ
の
町
だ
け
が
遠
い
古
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
あ
ゆ
・
う
な
ぎ
の
つ
か
み

ど
り
や
耳
川
大
綱
引
き
、
お
舟
出
競
争
、

花
火
大
会
な
ど
が
あ
り
、
延
べ
約
5
0

0
0
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

■
日
救
急
隊
長

　
9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
。
こ
の
日
、

日
向
市
消
防
本
部
は
、
市
内
及
び
近
郊

の
救
急
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
婦
と
市

国
際
交
流
員
の
カ
ー
ス
テ
イ
さ
ん
を

』
日
救
急
隊
長
し
と
し
て
委
嘱
し
ま

し
た
。
委
嘱
を
受
け
た
看
護
婦
は
、
千

代
田
病
院
の
甲
斐
千
秋
さ
ん
、
三
股
病

院
の
谷
口
真
紀
さ
ん
、
日
向
病
院
の
黒

木
か
お
り
さ
ん
、
和
田
病
院
の
樫
野
香

織
さ
ん
で
す
。

　
5
人
は
、
救
急
業
務
の
概
要
説
明
や

実
務
研
修
を
受
け
た
後
、
街
頭
で
救
急

の
日
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

〃

⑤
た
し
た
ち
も
頑
張
り
ま
し
た

■広報紙に掲載された写真を差しあげます。

　希望する方は市総務課（雪内線控34）まで

－
慧
．

▽

轟
　
こ
の
夏
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
部
門
で
の
市
民

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を

紹
介
し
ま
す
。

　
日
知
屋
東
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子

チ
ー
ム
は
、
第
1
1
回
全
国
小
学
生
大
会
で
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
4
年
連
続
と
全
国
大
会
常

連
の
チ
ー
ム
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
日
向
市
消
防
団
第
1
分
団
第
1
部
（
北
町
、

上
町
、
本
町
、
南
町
、
中
町
）
は
、
第
2
6
回
県

消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
で
見
事
優
勝
。

念
願
の
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　
財
光
寺
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
は
、
第
4
3
回
九

州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

；一

斜
縛
り
八
分
で
㎜
磯
到
達

．
」
層
▼
．
、

　
8
月
1
9
日
、
山
下
区
の
田
原
ミ
ナ
ト

さ
ん
が
、
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。
近
年
、
一
時
体
調
を
崩
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
自
宅

周
辺
の
散
歩
や
縫
い
物
が
で
き
る
ま
で

に
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
の
秘

訣
は
「
何
で
も
食
べ
ま
す
が
、
腹
八
分

を
守
っ
て
い
ま
す
」
と
田
原
さ
ん
。

　
誕
生
日
前
日
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

た
赤
木
市
長
が
、
ま
す
ま
す
の
ご
長
寿

を
祈
念
し
て
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
田
原
さ
ん
を
含
め
市
内
の
1
0
0
歳

以
上
の
方
は
、
6
人
と
な
り
ま
し
た
。

⑪
の
夜
長
を
思
い
思
い
に

　
秋
の
夜
長
を
楽
し
も
う
と
す
る
市
民

観
月
会
は
9
月
8
日
、
日
向
岬
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ
、
約
3
0
0
人
の

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
三
曲
会
の
演
奏
す
る
琴

や
尺
八
の
音
色
が
流
れ
る
中
、
あ
す
な

ろ
会
の
野
だ
て
コ
ー
ナ
ー
や
俳
句
・
短

歌
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　
午
後
8
時
過
、
待
ち
に
待
っ
た
月
が

水
平
線
上
に
顔
を
出
す
と
、
歓
声
と
と

も
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

〃
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寧
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錺

み
　
な
さ
き
が
は
な

御
名
崎
ケ
鼻
遊
歩
道
か
ら

金
ケ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

⑨

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
遊
歩
道
を
1
0

年
も
歩
い
て
い
る
私
で
す
が
、
こ
の
遊

歩
道
で
の
外
人
さ
ん
と
の
出
会
い
は
初

め
て
で
、
記
念
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
，

　
さ
て
、
先
ほ
ど
の
南
日
向
公
民
館
下

の
岩
場
の
ル
ー
ト
を
し
ば
ら
く
歩
い
て

い
る
と
、
や
が
て
広
々
と
し
た
遠
浅
の

砂
浜
に
出
ま
す
。
は
る
か
太
平
洋
の
か

な
た
か
ら
寄
せ
く
る
波
が
、
し
だ
い
に

！
魎

‘

＝
馳
u
．

㎝．

@
・
．
戴
㍗

　
　
．
』
　
．
篤
豪
．

　浜ケ金「トンイポ好のンイフ
ーサ

大
き
な
う
ね
り
と
な
り
、
先
に
寄
せ
て

　
　
返
し
た
波
と
出
会
っ
て
ひ
と
際
高

　
　
く
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
の
う
ね

　
　
り
が
頂
点
に
達
し
た
と
き
、
波
頭

　
　
が
白
く
砕
け
て
広
大
な
砂
浜
一
面

に
寄
せ
て
は
返
し
て
い
ま
す
．
．

　
こ
こ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
史
跡
に
縁
の

深
い
金
ケ
浜
で
す
。
こ
の
金
ケ
浜
と
い

う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
弘
法
大

師
と
「
お
か
ね
」
と
い
う
女
性
と
の
は

ま
ぐ
り
に
か
か
わ
る
伝
説
の
話
や
、
古

代
の
製
鉄
遺
跡
に
か
か
わ
る
現
実
味
を

帯
び
た
諸
説
が
あ
る
よ
う
で
す
．
．

　
ま
た
、
南
郷
村
の
神
門
神
社
に
祭
ら

れ
て
い
る
古
代
・
百
済
の
王
族
「
正
嘉

王
」
漂
着
史
跡
の
地
と
し
て
も
有
名
で

す
．
．
現
在
で
も
年
に
一
度
、
木
城
町
の

千
木
神
社
に
奴
爪
ら
れ
て
い
る
福
智
土
子

が
、
神
門
の
父
王
に
会
い
に
行
く
と
い

う
儀
式
が
残
っ
て
い
て
、
途
中
こ
の
金

ケ
浜
で
身
を
清
め
ま
す
．
．

　
こ
の
儀
式
、
今
年
は
1
月
1
6
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
．
、

　
今
の
金
ケ
浜
は
、
何
と
言
っ
て
も

サ
ー
フ
ィ
ン
が
有
名
で
す
．
．
台
風
の
口

以
外
は
、
い
つ
も
何
人
か
の
サ
ー

フ
ァ
ー
が
波
乗
り
を
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
駐
車
場
で
は
、
県
外
ナ
ン
バ

ー
の
申
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
げ

嬉
し
園
圃

『 Ψ

“’

・「

鼈黷 ｮンN隔

河
野

誠
さ
ん

　
　
（
2
4
歳
　
金
ケ
浜

　八興運輸㈱に勤務し輸出入の通関業務に携

わっています。そのせいか最近、どんなもの

でも製造国が気になりますね。もっと勉強し

て「通関のことなら、俺に任せろ」と言える

くらいになりたいものです。趣味はサッカー

を少しと映画鑑賞．最近では「ディープイン

パクト」の迫力ある映像に感動しました。

い
き
い
壱

　
　
青
春
卜
ー
ケ

松
岡

智
美
さ
ん

　
　
　
　
（
2
2
歳
一
鶴
町

　ホンダプリモ日向南で主に営業の仕事をし

ています。4月入社で、まだお客様に顔を覚

えていただくのに必死ですが、信頼される

セールスレディを目指して頑張っています。

　スポーツは全くの苦手ですけど、市内一円

を元気に駆け回っていますので、見かけたら

ぜひ声をかけてください。

β

菊池忠紀・由紀さん家の
わんばくくん（亀崎東）

かずゆき

寸進くん

　　（4歳2カ月）

大きくなったらギンガマ

ンになりたい和円くん。た

まにケンカもするけどお兄

ちゃんが大好きなんだよ。

ゆ
　r　　　、

鼠‘5
．　　θ
　　　’．

　田中真由美さん家の

鯉おてんばちゃん（山下）

みぶき
美咲ちゃん

　　（3歳4カ月）

　ちよつと人見知りするけ

ど元気いっぱいの美咲ちゃ

ん。思いやりのある優しい

女の子に育ってね。

数字で見る日廃市⑥
0

　　戦第10次漁業センサスにご協力をノ

　　ーセンサスで　未来につなごう　日本の漁業一

◆調査日　平成10年ll月1日

◆目　的　漁業の生産構造、就業構造、背後条件等を明

　　　　らかにすること
◆対　象　漁業経営体及び漁業従事者世帯のすべて

◆方　法　調査員が個別に巡回

　10月下旬から調査員が、漁業関係者の方々を訪問しま

すので、調査へのご協力をお願いします。

◎漁業経営体数の推移

’　　　《これまでの漁業センサス・海面基本調査から》

目向市 宮崎県 全　　国

第5次
255

2，283 232，302

第6次
237

2，281 217，734

第7次
224

2，237 207，439

第8次
236 2232 190，271

第9次
258

2，051 171，524

II

）
99

こんにちは

　図書館です

　秋分の日を迎えると、だんだん秋も

深まり、いよいよ「読書の秋」となっ

てきます。図書館では、多くの方に利

用していただきたいと考えています

が、今回は障害をお持ちの方のための

いろいろな資料についてご案内します。

　視力の弱くなった方のために「大活

字本」を200冊おいています。これ

は、1文字の大きさが普通活字の3倍

あるので、通常の読書がしづらくなっ

た方にも、大変読みやすくなっていま

　　　　　　　　　　　　　コす。同じく、「カセット本」は300

本ありますが、これは本の朗読をテー

プに録音したもので、耳から読書を楽

しむことができます。これらの大活字

本とカセット本は、障害の有無にかか

わらずどなたでも借りることができま
す。

　また「聴覚障害者用ビデオテープ」

は、毎月50本を県聴覚障害者協会か

ら借りています。内容は、映画やテレ

ビ番組のドラマなどで、画面に字幕や

手話が入っています。このビデオを借

りるときは、障害者ビデオ専用の登録

証または障害者手帳が必要です。代理

の方でも受け付けます。

　これらの内容については、皆さんの

ご意見も参考にしながら充実していき

たいと考えています、多くの方のご利

用をお待ちしています．

《休館日のお知らせ》

lO月　　1、　5、10、12、19、26日

ll月　2、3、9、16、23、24、30LI

《日向市・Z図書館容54－1919》

」

彦



市役所は盈代表

52－2111

（

一
　
日
向
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り

皆
さ
ん
の
手
で

　
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
も
日
向
は
ま
ぐ
り
碁
石

ま
つ
り
が
1
1
月
1
日
、
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
全
国
各
地

か
ら
約
6
0
0
人
の
参
加
者
が

あ
り
、
質
、
量
と
も
に
全
国
に

誇
る
こ
と
の
で
き
る
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
さ
て
、
こ
の
碁
石
ま
つ
り
の

実
行
委
員
会
で
は
、
囲
碁
大
会

当
日
（
乍
前
8
時
～
午
後
6
時

ご
ろ
）
の
運
営
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
全
国
唯

一
の
は
ま
ぐ
り
碁
石
の
産
地
で

あ
る
日
向
市
．
、
そ
の
日
向
市
で

開
か
れ
る
「
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま

つ
り
」
を
皆
さ
ん
の
手
で
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
．
、

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
1
0
月
5

日
ま
で
に
、
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市

商
工
観
光
課
内
8
内
線
2
6
3

3
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
平
成
1
0
年
度
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

賢
い
生
活
の
知
恵

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
社
会
や
経
済
環
境
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
動
し
、
情
報
が
散
乱

す
る
今
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
情
報
を
正
し
く
選
び

正
し
く
判
断
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
次
の
日
程
で
消
費
生

活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
開
催
日
程
と
テ
ー
マ
ー
1
1
0
月

7
日
　
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
こ
れ
か

ら
の
生
活
設
計
、
1
0
月
1
4
日

野
菜
と
健
康
、
1
0
月
2
1
日
　
サ

ラ
金
問
題
と
自
己
破
産
（
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分

！
3
時
3
0
分
）

◇
会
場
1
1
日
知
屋
公
民
館

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
申
込
方
法
1
1
そ
れ
ぞ
れ
の
開

催
口
前
口
ま
で
に
市
民
課
（
實

内
線
2
1
3
9
）
へ

月の相談日程

◇交通事故巡回相談

　　と　き■10月22日（木）

　　　　　　　　10：30～14：30

　　ところ■中央公民館

◇人権・行政相談

　　と　き■10月2旧（水）

　　　　　　　　10：0〔〕～15：00

　　ところ■中央公民館

◇無料法律相談（要予約）

　　と　き■10月8日目木）

　　ところ■社会福祉協議会

　　申込先■君52－1010

◇年金巡回相談

　　と　き■10月13日（火）

　　　　　　　　10；00～15：〔｝0

　　ところ■中央公民館

◇子育て相談（毎月第2・4土曜日）

　　と　き■10月10日・24日

　　　　　　　　10＝00～16：30

　　ところ■アステ．イ日向寿屋

主
の
方
は
、
該
当
す
る
方
を
推

薦
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
表
彰
基
準
1
1
①
業
務
に
精
励

し
技
能
と
も
に
優
れ
、
市
民
の

模
範
に
な
る
方
　
②
市
内
の
商

工
業
に
勤
務
す
る
方
で
、
同
一

事
業
所
に
満
1
5
年
（
2
0
人
以
下

の
事
業
所
は
満
1
0
年
）
以
上
勤

務
し
て
い
る
方
③
事
業
主
の

三
親
等
内
の
関
係
に
な
い
方

④
こ
れ
ま
で
に
こ
の
表
彰
を
受

け
て
い
な
い
方

◇
推
薦
方
法
1
1
市
商
丁
観
光
課

ま
た
は
日
向
商
工
会
議
所
へ
1
0

月
3
1
日
ま
で
に
推
薦
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
数
は
、

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が
5
0
人

未
満
の
場
合
は
1
入
、
1
0
0

人
未
満
の
場
合
は
2
人
、
1
0

0
人
以
上
の
場
合
は
3
人

◇
問
い
合
わ
せ
目
市
商
工
観
光

課
（
含
内
線
2
6
3
3
）
ま
た

は
口
琴
商
工
会
議
所
（
君
5
2
1

5
1
3
1
）

※
推
薦
さ
れ
る
方
は
、
記
念
品

代
と
し
て
1
万
円
を
推
薦
書
に

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
．

あ
っ
た
人
が
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
け
れ
ど
も
、
検
察
官
が

被
疑
者
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い

場
合
な
ど
に
、
そ
の
不
起
訴
の

処
分
の
善
し
あ
し
を
審
査
す
る

機
関
で
す
。
審
査
は
、
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
1
1
人

の
検
察
審
査
員
で
行
い
ま
す
．
．

　
詳
し
く
は
、
延
岡
検
察
審
査

会
事
務
局
（
倉
0
9
8
2
1
3
2

1
3
2
9
1
）
へ
。

　
ま
た
、
ビ
デ
オ
映
画
の
貸
し

出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
1
0
月
は
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

κ

一
　
日
向
市
中
小
企
業
優
良
従
業
員
表
彰

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

会
社
の
優
良
従
業
員

　
市
は
、
中
小
企
業
優
良
従
業

員
の
表
彰
を
行
い
ま
す
．
、
事
業

難蠕護にご協力を

　今年11月、全国の約49万の法人

を対象に上記調査が行われます。

皆様のこ協力をお願いします。

一
　
検
察
審
査
会
法
施
行
5
0
周
年

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

国土庁土地局・宮崎県

　
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ

て
今
年
の
7
月
1
2
日
で
5
0
周
年

に
な
り
ま
し
た
。

　
検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故

や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪
の
被
害
に

時
は
今
、
継
続
雇
用
の
6
5
歳

　
2
1
世
紀
初
頭
、
労
働
力
人
［

の
約
5
人
に
1
人
が
6
0
歳
以
上

の
高
年
齢
者
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
．
．

　
労
働
省
で
は
、
毎
年
1
0
月
を

「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

と
定
め
、
6
0
歳
定
年
を
基
盤
と

r

咀
■
■
　
！
．

⑰市は「身元調査お断り運動」を推進しています

レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス容52－2000・2070へ

し
た
6
5
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の

推
進
、
再
就
職
の
た
め
の
総
合

的
雇
用
就
業
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
6
5
歳
現
役
社
会
実
現

の
た
め
に
、
事
業
主
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
高
年
齢
者
の
雇
い
入
れ
、
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
等
に
つ
い

て
は
、
各
種
の
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ロ
向
（
公
共
職
業
安
定

所
0
5
2
1
4
1
3
1
）
へ
。

一
　
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
よ
う

　
市
税
は
、
税
を
納
め
る
期
日

（
納
期
）
内
に
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
・
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
期

日
を
守
ρ
て
納
付
し
て
い
た
だ

　　70月の納期

市　一

叢畷臨

い
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
期
日

を
過
ぎ
て
納
め
る
方
や
い
つ
ま

で
も
納
め
な
い
方
が
い
ま
す
。

　
市
民
が
皆
平
等
で
、
公
平
か

つ
公
正
で
あ
る
こ
と
は
、
社
会

の
大
原
則
で
す
。
市
は
、
こ
の

よ
う
な
方
に
対
し
、
督
促
状
や

催
告
書
を
も
っ
て
納
税
を
お
願

い
し
た
り
、
期
日
を
大
き
く
経

過
し
た
方
や
納
税
に
応
じ
な
い

方
に
対
し
て
は
年
利
1
4
・
6
％

の
延
滞
金
を
徴
収
し
た
り
、
財

産
を
差
し
押
さ
え
た
り
し
て
い

ま
す
。
市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
病
気
や
災
害
、
事
業

の
廃
止
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

と
認
め
ら
れ
る
事
情
の
あ
る
方

に
つ
い
て
は
、
「
延
滞
金
の
減

免
」
や
「
納
税
の
猶
予
」
な
ど

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

．
の
で
、
市
税
務
課
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

と
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

　
行
事
等
で
、
飲
食
物
等
を
提

供
す
る
場
合
に
毒
物
等
が
混
入

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
を
払
い
、
事
案
の
未
然

防
止
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
祭
り
な
ど
で
飲
食
物

を
食
べ
た
後
、
吐
き
気
、
め
ま

い
、
腹
痛
等
の
特
異
な
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
飲
食
の
現
場
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
日
向
警
察
署

生
活
安
全
課
（
含
5
3
1
0
1
1

0
）
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
再
就
職
に
必
要
な

技
能
講
習
を
行
い
ま
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
」
と
し
て
、
高
齢
者

の
臨
時
的
、
短
期
的
な
雇
用
就

業
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の

技
能
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
．
．
希
望
す
る
方
は
、

10

獅
Q
0
日
ま
で
に
日
向
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
技
能
講
習
内
容
1
1
植
木
の
勇

足
と
保
全
管
理
、
害
虫
予
防
等

◇
講
習
期
間
1
1
1
1
月
1
0
口
か
ら

12

獅
P
1
日
ま
で
の
問
の
1
0
日
間

　
毎
回
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◇
会
場
1
1
H
向
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

◇
募
集
人
員
1
1
3
0
人
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

◇
対
象
者
1
ー
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
ま
た
は
5
5
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
日
向
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
實
5
2
1

2
2
0
0
）

ヒ1向市分 0内は前月比

人身事故死亡負傷者物損事故
19件　1人　20人　145件

（±0）　（一1）　（一4）　（一4＞

～死亡事故多発ノ守ろう交通安全～

冶
愛
の
ご
寄
付
（
敬
称
略
〉

飲
食
物
へ
の
毒
物
等

混
入
の
未
然
防
止

　
7
月
2
5
日
は
和
歌
山
市
内
、

8
月
1
0
日
は
新
潟
市
内
で
、
飲

食
物
に
毒
物
等
が
混
入
さ
れ
る

事
案
が
続
け
て
発
生
し
、
日
常

生
活
に
大
き
な
不
安
を
投
げ
か

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

案
は
極
め
て
模
倣
性
が
強
く
、

さ
ら
に
各
地
に
波
及
さ
れ
る
こ

8月中の交通事故

社
会
福
祉
協
議
会
扱
分

　
　
8
月
3
1
日
現
在

江富岡黒竹黒平
｡高田木内木田

故

亀

満重俊　　久
｡夫夫勝男明元

次
人

垂峯章掌認 喪
主

亀亀清鶴都曽川 地

崎崎 南

東中正町町根町 区

一
　
N
T
T
日
向
営
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
窓
ロ
業
務
を
廃
止
し
ま
す

　
N
T
T
口
耳
営
業
所
は
、
9

月
3
0
日
で
窓
口
業
務
を
廃
止
し

ま
す
。
1
0
月
1
H
以
降
の
電
話

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
ば
、

左
記
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
電
話
の
移
転
・
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
1
1
「
1
1
6
」

◎
電
話
料
金
の
問
い
合
わ
せ
1
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
0
1
2
0

1
4
0
0
9
9
8
」

◎
電
話
機
の
故
障
1
1
「
1
1
3
」

◎
話
中
調
べ
1
1
「
1
1
4
」

※
請
求
書
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
N
T
T
延
岡
支
店
ま
た
は

J
A
日
向
本
店
で
の
支
払
い
と

な
り
ま
す

西
　
シ
ズ
コ

浅
利
マ
ツ
エ

織
田
ケ
サ
ヨ

黒
木
　
政
雄

石
川
ス
ギ
エ

中
嶽
恵
子

奈
須
　
　
正

鈴
木
　
ナ
ツ

松
田
茂
雄

甲
斐
キ
ク
エ

村
田
イ
サ
ヲ

板
倉
桂
子

内
山
　
シ
ン

亀
井
義
則

勝　雷　幸ミ廣リ達　英勝幸’繁
　誠ヨ守　　　　　　　　洋　　　　　ワ　 キ

子　労　雄子行工雄　二利男光
堀原駅神笹花西往松新堀飯本塩
一　通　野ケ川　　財一
方図り門西丘内陣原市方谷谷見

拶
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　　乳幼児健診
■3カ月児健診
と　き◇10月9日〔金）、23日（金）

対　象◇平成10年7月生まれ

■7カ嬰児健診
日　時◇10月16日　（金）

対　象◇平成10年3月生まれ

■1歳児健康相談
日　時◇10月13日（火）

対　象◇平成9年9月生まれ

■1歳6カ月児健診
日　時◇ユ0月8日（木）

対　象◇平成9年3月生まれ

■3歳児健診

目　時◇10月2日（金）

対　象◇平成7年3月生まれ

※受付時間は、3カ月児　午後1時

～1時30分、7カ月並・1歳6カ月

シ巳。3歳シ巳　 『二f麦1巨寺～2巨寺、　1歳

児　午前9時30分～10時です。母子

健康手帳を忘れずに、健康管理セン
ター（容内線2181・2182）へ。

　10月の休日在宅医
●4日　［〉浦上医院（内・外・胃腸

容522936）　〉稲原医院（眼君52

2209）　〉鮫島病院（精神・内・放

君54　6801）

●10日　レ黒木医院（内容526055）

〉萩原眼科（眼容637222）　〉山元

医院（小児君536066）　〉π目斐病院

（内・外・整外・胃腸・麻酔倉580034）

●1旧　［〉甲斐医院（外・胃腸053

5000）〉児玉小児科医院（小児2｝52

2530）〉安部医院（内・循環智53
4788）

●18日　［〉和田病院（内・外・脳
ダF・白文　・　リノ、麿52　0011）　　［〉糸者方医

院（内・小児容536333）〉田中眼

不i卜　岨艮君52　4009）

●25日　〉大平医院（整外・リウ・

内・リハ麿523337）〉尾崎眼科（眼

智525600）　〉今給黎医院〔内・循

環費542459）　レ寺尾医院（産婦容

631447）

※変更することがあるので、テレホ

ンサービス（δ52－1214）で確認を、

　　のびのび子育て
　子育てテレホンサービス《容53

－5857》の9月分のテーマは次

のとおりです、

レ5日一llII　食事のしつけ

レ12日～18日　赤ちゃんの食事2

（5カ月～1歳）

レ19日～25［　家族関係について考

える

レ26目～1日（ll月）　3・4歳ごろ

の運動遊び

　　10月の献血日程

◆7日（水）　日向市役所心向ライ
オンズクラブ協力10：00～i6：00）

◆28日（水）　膚1大．．一捺染〔10：00～

ll＝00）、日向市清掃センター

〔ll：30～13：00）、千代出病院（14

：30－17：00）

　　10月の母親学級

■21日（水）　妊娠と歯の健康・虫歯

チェック等〔要予約）

圏22日（木）　出産に向けて（呼吸

法・赤ちゃんの入浴練習等）

　会場は、市民健康管理センター
で、時間はいずれも午後1時30分か

らです．

　　すくすく教室
●日時＝10月22日（木）午後2時～

●会場＝．市民健康管理センター

●対象一生後6カ月までの乳児を育

児中のお母さん・お父さん

●内容＝〔D身体測定、2離乳食づく

り、③育児相談、④交流会など

福
島
憂
斗
く
ん
（
往
還
）

八’イ！

　　　　　　保健婦です

　食欲の秋、スポーツの秋、学習

の秋。次の質問について考えてみ

ませんか。

Q．同じエネルギー量ならご飯の

　代わりにケーキでも良い？

A．ご飯のような粒状のものは消

　化吸収がゆっくり行われるが、

　ケーキのような粉状のものは消

　化が早く腹持ちが悪いためさら

　に食べてしまうので要注意。

Q．激しい運動ほどやぜる？

A．ハードでつらい運動が必ずし

　も脂肪を多く燃焼するとは限り

　ません。ゆっくりとした運動を

　20分以上続ける方が効率良く脂

　肪を燃焼できます。

Q．1日8時間眠らないと健康に

　良くない？

A．秋の夜長、ややもすると睡眠

　不足になりがちですが、医学的

　には安眠すれば5～6時間程度

　で心身の疲労は回復するといわ

　れています。

　これらの質問を参考に、「健康

の秋」を楽しみましょう。〈那波》

　
近
ご
ろ
、
め
っ
き
り
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　
し
か
し
、
西
郷
村
の
国
道
3

2
7
号
線
沿
い
で
は
、
季
節
外

れ
の
桜
が
咲
い
て
い
る
と
の
知

ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
夏

の
異
常
な
暑
さ
を
は
じ
め
、
東

北
地
方
の
長
雨
や
地
震
な
ど
、

全
国
各
地
で
異
常
気
象
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
人
間
は
、
自
然
に
は
か
な
い

ま
せ
ん
．
、
し
か
し
、
そ
の
人
の

心
構
え
や
備
え
に
よ
っ
て
は
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．
．

　
今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
、
わ
が
家
の
防
災
。
　
《
Y
》

後編

昏絶
・蝋、7

母

日向市の人ロと世帯
　　　　　　（平成10年9月1日現在）

人口　58，957人（一26）

　男　　27，964人（一　9）

　女30，993人（一17）

世帯数　　21，431世帯（十　4）

転入191人転出237人

出生52人死亡32人
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